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未来において、 もしもペンケ沼が汚染してしまった 

ら、その時はペンケ沼とパンケ沼とを、何らかの方法で 

遮断するにしくは無い0
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〇K. R. Reddy and W. H. Smith ed. * Aquatic 

Plants for Water Treatment and Resource Re­

covery* (MagnoliaPub., Florida, 1987, 1032p.) 

1986年 7 月、フロリダで開催された水処理と資源再生

を目的とする水生植物の研究と利用に関する国際会議で 

発表された論文集。82篇の論文と65の要約が集録された 

大部のものである。登場する水草はホティアオィやゥキ 

クサから沈水植物、藻類まで巾広い0 湿地というシステ 

ム （自然、人工を問わず）が環境改善に果たす役割を報 

告した論文も、水辺の問題を考える上で無視できない。 

水質浄化に水草を利用した実際例、水草の生理生態、物 

質循環、他と内容が多岐にわたっていて限られたスペー 

スではとても紹介できないが、表記のタイトルに直接あ

るいは間接に結びつく話題は、ほとんど網羅されている 

といってよい。なお日本からは沖陽子（岡山大） •植木 

辨〇 (京都大）両氏の“ Biomass production of water 

hyacinth cultured in an aquaculture system in 

Japan ° と題する報告が寄せられている。

〇 r群馬県植物誌改訂版J (群馬県高等学校教育研究会 

生物部会、昭和62年 3 月、604頁、頒価5,000円） 

この植物誌は高等植物だけでなく蘚苔類や藻類も含み、

県下の植物的自然を詳細に記録したものとなっている。 

高等植物に関しては、植物相だけでなく植生についても 

現在の群落体系にそって詳しくまとめられている。植物 

目録は、産 地 、生 育 環 境 、産量を記したもので、水草だ 

けを拾っても興味深い。 （角野康郎）
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